
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド

中  国 ・ 四  国 ／ 九 州 ・ 沖 縄 地 方

倉 敷 の 中 心 部 に 近 い 向 山 公 園 の 高 台 に

あ り ま す 。 公 園 内 の 散 策 は も ち ろ ん 、

美 観 地 区 や 大 原 美 術 館 へ も 歩 い て 行 け

ま す 。 建 物 は 白 壁 の 街 を イ メ ー ジ し て

設 計 さ れ た 、 少 し ク ラ シ カ ル な デ ザ イ

ン で す 。

倉 敷 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 7 1 0- 0 0 4 4 岡 山 県 倉 敷 市 向 山 1 5 3 7- 1

自 然 の 森 に 囲 ま れ た 小 高 い 丘 に 位 置 し 、 季 節 の 花 ・

小 鳥 の さ え ず り ・ 秋 の 紅 葉 ・ 冬 の 雪 景 色 な ど 、 四

季 を 通 し て 自 然 が 味 わ え ま す 。 皆 さ ま の 心 の 宿 （ オ

ア シ ス ） に な り た く 、 努 力 い た し て お り ま す 。 か

つ て 幕 府 の 天 領 で 山 陰 山 陽 を 結 ぶ 宿 場 町 と し て 栄

え た 同 町 は 、 歴 史 と 現 代 が 交 錯 し 、 訪 れ る 皆 さ ま

の 心 を ロ マ ン へ と 導 き ま す 。 ま た 、 四 季 の 里 （ 公 園 ）

も あ り 、 あ や め 祭 、 か か し 祭 、 百 壁 祭 な ど で 賑 わ

い ま す 。

自 然 の 森  M ． G ． ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 7 2 9- 3 4 2 3 広 島 県 府 中 市 上 下 町 矢 野 4 0 7- 1

平 成 2 5 年 1 0 月 1 日 オ ー プ ン 。 J R 山 陽 本

線 「 西 条 駅 」 か ら 徒 歩 1 分 の 便 利 な ユ ー

ス ホ ス テ ル で す 。 7 つ の 酒 蔵 が 立 ち 並

ぶ 酒 蔵 通 り も す ぐ そ こ 。 畳 敷 き の 自 炊

キ ッ チ ン 兼 談 話 室 で 交 流 を ど う ぞ 。 門

限 を 過 ぎ て も 、 テ ン キ ー で 入 館 可 能 で

す 。

広 島 西 条 駅 前 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 7 3 9- 0 0 1 6 広 島 県 東 広 島 市 西 条 岡 町 3- 3

と き わ 湖 の 北 側 に 位 置 し 、 5. 7 k m の 周 遊 園 路 を 歩

く と 、 一 年 を 通 じ て 1 0 0 種 類 以 上 の 野 鳥 を 観 察 す

る こ と が で き ま す 。 公 園 内 に は 2 0 1 6 年 に リ ニ ュ ー

ア ル し た と き わ 動 物 園 、 隔 年 で 開 催 さ れ る  U B E

ビ エ ン ナ ー レ （ 現 代 日 本 彫 刻 展 ） の 野 外 展 示 場 、 と

き わ ミ ュ ー ジ ア ム （ 植 物 館 ） 、 遊 園 地 、 石 炭 都 市 宇

部 を 紹 介 す る 石 炭 記 念 館 、 市 民 の 手 で き れ い に

な っ た デ ゴ イ チ 1 8 号 の 展 示 な ど が あ り 、 見 所 が

た く さ ん 。 家 族 連 れ で 一 日 楽 し む こ と が で き ま す 。

宇 部 と き わ 湖 畔 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 7 5 5- 0 0 9 6 山 口 県 宇 部 市 開 3- 6- 1

常 盤 公 園 の 中 に あ る ヒ ー リ ン グ ス ポ ッ ト

萩 は 毛 利 氏 の 城 下 町 。 今 で も 古 地 図 を 持 っ て 回 れ

そ う な 町 で 、 萩 城 跡 、 武 家 屋 敷 、 松 下 村 塾 、 維 新

を 動 か し た 高 杉 晋 作 ・ 木 戸 孝 允 ・ 伊 藤 博 文 な ど の

旧 宅 の 史 跡 を 巡 り 、 い ろ い ろ な コ ー ス に 分 か れ て 、

歴 史 の 町 「 萩 」 を 満 喫 で き ま す 。 コ ー ス は 、 手 づ く

り で 、 維 新 、 城 下 町 、 歴 史 の 道 、 美 術 館 、 菊 ヶ 浜

海 水 浴 場 、 萩 焼 、 萩 ガ ラ ス 工 房 （ 見 学 ・ 体 験 ） 、 田

舎 体 験 な ど が あ り ま す 。 青 海 島 ま で 電 車 で 3 0 分 、

レ ン タ サ イ ク ル は 1 日 5 0 0 円 。 時 間 外 で も 荷 物 を

預 か り ま す 。

萩 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 7 5 8- 0 0 5 7 山 口 県 萩 市 堀 内 1 0 9- 2 2 （ 萩 城 入 口 ）

歴 史 と ロ マ ン を 秘 め た 静 か な 城 下 町

全 室 関 門 海 峡 を 一 望 で き る 眺 望 が 一 番

人 気 ！ 「 海 峡 バ ー ベ キ ュ ー 」 や 「 ふ ぐ 料

理 」 な ど の 特 別 料 理 も ご ざ い ま す 。

下 関 I C か ら も 車 で 5 分 。

人 気 の 唐 戸 市 場 も 車 で 4 分 で す 。

下 関 市 火 の 山 ユ ー ス ホ ス テ ル 海 峡 の 風

〒 7 5 1- 0 8 1 3 山 口 県 下 関 市 み も す そ 川 町 7- 1

そ の 日 だ け の 絶 景 が 生 ま れ る 宿美 術 館 と 白 壁 の 街 ・ 倉 敷 へ よ う こ そ

徳 島 市 南 部 の 浜 辺 の 松 林 を 抜 け た 静 か な 環 境 に あ

り 、 ユ ー ス ホ ス テ ル で の 阿 波 お ど り 参 加 （ 8 月 1 2 ～ 1 5

日 ） 、 鳴 門 の う ず 潮 見 物 、 藍 染 め 体 験 な ど 数 々 の 徳 島

体 験 の 拠 点 で す 。 家 族 ル ー ム も ご 用 意 し て お り ま す 。

ま た 周 辺 に は テ ニ ス コ ー ト 、 ア ス レ チ ッ ク な ど の 施  設

も あ り 、 海 で は シ ー カ ヤ ッ ク 、 釣 り な ど を 楽 し め ま す 。

「 阿 波 お ど り 会 館 」 は 1 年 中 阿 波 踊 り の 体 験 が 味 わ え

る 施 設 で す 。「 渦 の 道 」 は 海 面 か ら 高 さ 4 5 m の 海 上 遊

歩 道 で す 。 鳴 門 大 橋 に 取 り つ け ら れ 、 ガ ラ ス 床 の 真 下

に 迫 力 満 点 の 渦 潮 を ご 覧 い た だ け ま す 。

徳 島 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 7 7 0- 8 0 1 2 徳 島 県 徳 島 市 大 原 町 浜 7- 1

も う 一 度 子 ど も に 戻 れ る 場 所 、 あ り の ま ま の 自 分 で い ら れ る 場 所

ユ ー ス ホ ス テ ル 周 辺 は 県 立 自 然 公 園 で 、 ホ ト ト ギ

ス や ウ グ イ ス な ど 小 鳥 の 鳴 き 声 で 一 杯 。 眼 下 に 池

田 町 内 や 吉 野 川 を 一 望 で き る 風 光 明 媚 な 山 里 で

す 。 「 阿 波 池 田 駅 」 前 よ り 、 秘 境 め ぐ り ボ ン ネ ッ ト

バ ス が 発 着 （ 大 歩 危 峡 舟 下 り 、 平 家 屋 敷 、 か ず ら 橋 、

祖 谷 渓 谷 ） し て い ま す 。 8 月 中 旬 は 、 阿 波 お ど り

で 町 は 大 賑 わ い 。 皆 さ ま も 飛 び 込 み で 踊 れ ま す 。

剣 山 登 山 、 大 歩 危 峡 で の ラ フ テ ィ ン グ や 、 参 詣 で

賑 わ う 箸 蔵 寺 、 雲 辺 寺 に も 近 く 、 金 毘 羅 宮 も 車 で

3 0 分 。 研 修 、 合 宿 に も 最 適 で す 。

阿 波 池 田 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 7 7 8- 0 0 4 0 徳 島 県 三 好 市 池 田 町 字 西 山 佐 古 3 7 9 8

蜜 厳 寺 境 内 に あ る“ 大 歩 危 峡 ・ 祖 谷 渓 谷” 秘 境 巡 り の 基 地 で す

今 も 昔 も 変 わ ら な い も の が 、 こ こ に は あ る ！

酒 都 西 条 に あ る 自 宅 開 放 型 の ア ッ ト ホ ー ム な 宿

※ 掲 載 さ れ て い る 情 報 は 2 0 2 4 年 2 月 1 0 日 現 在 の も の で す 。

　 各 ユ ー ス ホ ス テ ル の 最 新 情 報 は 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会  H P を ご 確 認 く だ さ い 。

ユ ー ス ホ ス テ ル

中  国 ・ 四  国 地 方
の
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し ま ス テ イ の で き る 宿 ・ ゲ ス ト ハ ウ ス 。

リ ー ズ ナ ブ ル な 料 金 で 「 島 ス テ イ 」 が お

楽 し み い た だ け ま す 。 ド ミ ト リ ー タ イ

プ の お 部 屋 は も ち ろ ん 、 フ ァ ミ リ ー 向

け の 和 室 も あ り 。 周 辺 施 設 を 利 用 し た

運 動 ・ 音 楽 ・ 研 修 合 宿 に も お ス ス メ で す 。

小 豆 島 オ リ ー ブ ユ ー ス ホ ス テ ル

し ま ス テ イ の 宿 、 ゲ ス ト ハ ウ ス

〒 7 6 1- 4 4 3 4 香 川 県 小 豆 郡 小 豆 島 町 西 村 甲 1 0 7 2

四 国 の 真 ん 中 、 瀬 戸 内 海 を 見 下 ろ す 高 台 に 位 置 す

る ユ ー ス ホ ス テ ル で す 。 お 寺 の 宝 物 殿 に は 伊 達 政

宗 公 の 書 簡 が 展 示 さ れ て い て 、 歴 史 好 き の 方 は 必

見 で す 。 座 禅 や 茶 席 も 体 験 で き 、 サ ク ラ 、 ツ ツ ジ 、

ア ジ サ イ 、 モ ミ ジ な ど 四 季 折 々 の 花 が 楽 し め る 当

ユ ー ス ホ ス テ ル に 、 ぜ ひ お 越 し く だ さ い 。 

ユ ー ス ホ ス テ ル 新 長 谷 寺

山 の 中 腹 に あ り 、 自 然 い っ ぱ い 、 夜 景 が キ レ イ で す

〒 7 9 9- 0 4 3 1 愛 媛 県 四 国 中 央 市 寒 川 町 3 2 1 4

【 令 和 6 年 4 月 運 営 再 開 予 定 】

J R 「 宇 和 島 駅 」 よ り 2 k m 。 市 街 地 を 見 下 ろ す 標 高

8 8 m の 高 台 「 愛 宕 公 園 （ あ た ご こ う え ん ）」 に 隣 接 す

る 、 自 然 に 恵 ま れ た ユ ー ス ホ ス テ ル 。 伊 達 藩 の 城

下 町 宇 和 島 の タ ウ ン ウ ォ ッ チ 、 豊 富 な 郷 土 料 理 の

食 べ 歩 き を は じ め 、 足 摺 岬 や 四 万 十 川 方 面 へ の 中

継 点 と し て も ご 利 用 く だ さ い 。 自 転 車 、 バ イ ク 、

お 遍 路 さ ん 、 家 族 づ れ の ほ か 、 3 0 名 ま で の 団 体

利 用 も 可 能 で す 。

森 の 宿 う わ じ ま ユ ー ス ホ ス テ ル

坂 道 を 上 れ ば ・ ・ ・ ふ る さ と ！

〒 7 9 8- 0 0 4 5 愛 媛 県 宇 和 島 市 大 超 寺 奥 丙 1 6 6- 1 1( 愛 宕 公 園 )

道 後 温 泉 か ら 徒 歩 1 0 分 。 緑 豊 か な 高 台

に 位 置 し 、 駐 車 場 も あ り ま す 。 ス ピ 的

な ヒ ー リ ン グ ス ポ ッ ト 。 癒 し の カ ウ ン

セ リ ン グ （ 有 料 ） 、 占 い （ 有 料 ） を し て い

ま す 。 個 人 部 屋 、 家 族 部 屋 も そ ろ え て

い ま す の で 、 お 気 軽 に 泊 ま れ ま す 。

松 山 ( 神 泉 園 ) ユ ー ス ホ ス テ ル

ス ピ 的 な ヒ ー リ ン グ ス ポ ッ ト

〒 7 9 0- 0 8 5 8 愛 媛 県 松 山 市 道 後 姫 塚 乙 2 2- 3

高 知 ユ ー ス ホ ス テ ル

日 本 酒 を テ ー マ に し た 、 木 の 香 漂 う 安 ら ぎ の 宿

〒 7 8 0- 0 9 6 7 高 知 県 高 知 市 福 井 東 町 4- 5

日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 公 式 H P

は こ ち ら か ら →

国 内 外 の ユ ー ス ホ ス テ ル 情 報

ユ ー ス ホ ス テ ル メ ン バ ー 特 典

H o s t elli n g M a g a zi n e バ ッ ク ナ ン バ ー

は も ち ろ ん 、

や

ま で 読 め ち ゃ う

掲 載 情 報

関 東 /  北 信 越 地 方
が 掲 載 さ れ て い ま す ！

北 海 道 /  東 北 地 方
が 掲 載 さ れ て い ま す ！

v ol. 3 4( 2 0 2 3 年 9 月 2 0 日 発 行 号 ）

v ol. 3 3( 2 0 2 3 年 6 月 2 0 日 発 行 号 ）

東 海 / 近 畿 地 方
が 掲 載 さ れ て い ま す ！

v ol. 3 5( 2 0 2 3 年 1 2 月 2 0 日 発 行 号 ）
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人 気 の 観 光 地 で あ る 湯 布 院 の 街 中 の 喧

騒 か ら 離 れ た 山 中 に 建 つ 、 静 か な ユ ー

ス ホ ス テ ル で す 。

夜 は 星 空 を 眺 め 、 朝 は 鳥 の 声 で 目 覚 め

る 贅 沢 。 も ち ろ ん 温 泉 は い つ で も 自 由

に 入 れ ま す 。 毎 晩 何 か の イ ベ ン ト も や っ

て い ま す よ ！

湯 布 院 カ ン ト リ ー ロ ー ド ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 8 7 9- 5 1 0 2 大 分 県 由 布 市 湯 布 院 町 大 字 川 上 4 4 1- 2 9

高 千 穂 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 8 8 2- 1 1 0 1 宮 崎 県 西 臼 杵 郡 高 千 穂 町 三 田 井 5 8 9 9- 2

徒 歩 圏 内 に 名 園 水 前 寺 公 園 が あ り 、 天

下 の 名 城 熊 本 城 、 阿 蘇 山 に も ア ク セ ス

が 良 好 。 ユ ー ス ピ ア 熊 本 は お 手 軽 な 料

金 で 、 ど な た で も ご 利 用 い た だ け ま す 。

【 令 和 6 年 4 月 よ り 1 年 間 休 館 予 定 】

宮 崎 市 の 中 心 部 ・ 宮 崎 県 庁 の す ぐ そ ば 、 市 街 地 ま

で 徒 歩 ５ 分 の 便 利 な 立 地 で す 。 春 と 秋 に は プ ロ 野

球 や Ｊ リ ー グ の チ ー ム が キ ャ ン プ に 訪 れ 、 ス タ ー

選 手 の 練 習 風 景 を 間 近 に 見 る こ と が で き ま す 。

1 2 月 に は 市 内 中 心 部 と 雄 大 な 太 平 洋 を 望 む コ ー

ス で 人 気 の 青 島 太 平 洋 マ ラ ソ ン も 開 催 さ れ 、 サ ー

フ ィ ン を は じ め と す る マ リ ン ス ポ ー ツ や ゴ ル フ は

世 界 的 に 有 名 な ス ポ ッ ト が 点 在 。 旅 の 中 継 地 点 と

し て 最 適 な 環 境 で す 。

高 森 は 南 阿 蘇 の 中 心 の 町 で す 。 近 く に は 有 名 な 湧

水 や 伏 流 水 が 多 く あ り 、 民 営 の 温 泉 が あ り ま す 。

夏 は ト ロ ッ コ 列 車 で 、 爽 や か な そ よ 風 を 感 じ て み

ま せ ん か 。 涼 し い 夏 に は ス ポ ー ツ 、 文 化 系 の 合 宿

に 最 適 で す 。 屋 根 付 き の 駐 輪 場 も 完 備 し て い る の

で 、 ツ ー リ ン グ の 基 地 に ど う ぞ 。

ユ ー ス ピ ア 熊 本 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 8 6 2- 0 9 5 0 熊 本 県 熊 本 市 中 央 区 水 前 寺 3- 1 7- 1 5

ユ ー ス ホ ス テ ル サ ン フ ラ ワ ー 宮 崎

〒 8 8 0- 0 8 0 3 宮 崎 県 宮 崎 市 旭 1- 3- 1 0

昭 和 9 年 、 わ が 国 で 最 初 の 国 立 公 園 指 定 を 受 け た

霧 島 錦 江 湾 国 立 公 園 。 典 型 的 な 群 状 火 山 は 神 秘 的

で 、 美 し い 自 然 は 火 口 や 湖 も 見 ら れ ま す 。 噴 気 、

温 泉 、 渓 谷 な ど 、 隅 々 ま で 素 晴 ら し い 景 観 で す 。

雄 大 な 眺 望 、 す す き 野 原 、 赤 松 林 、 ミ ヤ マ キ リ シ

マ 群 落 、 果 て し な い 原 始 林 、 春 の 新 緑 、 夏 の 爽 涼 、

秋 の 紅 葉 、 冬 の 樹 氷 と 、 季 節 的 な 特 色 も 楽 し め ま

す 。 ま た 、 近 く に は 霧 島 神 宮 、 神 話 の 里 公 園 、 民

芸 村 、 高 千 穂 牧 場 、 た ま ご 牧 場 な ど も あ り 、 観 光 、

レ ジ ャ ー 、 ス ポ ー ツ 合 宿 な ど に も ご 利 用 で き ま す 。

霧 島 神 宮 前 ユ ー ス ホ ス テ ル

源 泉 掛 け 流 し の 天 然 温 泉 と 木 の 温 も り の あ る 宿 で す

湧 出 量 ・ 源 泉 数 と も に 世 界 屈 指 の 温 泉 地 で あ る 別

府 。 な か で も 「 別 府 八 湯 」 と 呼 ば れ る 温 泉 密 集 地 の

ひ と つ 「 鉄 輪 温 泉 」 に あ る 小 さ な ユ ー ス ホ ス テ ル で

す 。 バ ス タ ー ミ ナ ル や 港 か ら の ア ク セ ス も よ く 「 地

獄 め ぐ り 」 に も 徒 歩 で 出 か け ら れ ま す 。 ユ ー ス ホ

ス テ ル の 周 囲 に は 小 さ な 公 衆 浴 場 か ら 旅 館 の 立 ち

寄 り 湯 な ど 、 さ ま ざ ま な 泉 質 ・ 形 態 の 温 泉 が 2 0 ヵ

所 以 上 あ り 、 風 情 あ る 温 泉 街 を 散 策 し な が ら の ん

び り 温 泉 巡 り が で き ま す 。 旅 の 疲 れ を 癒 す に は 最

適 で す 。

別 府 湯 け む り の 丘 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 8 7 4- 0 0 4 5 大 分 県 別 府 市 御 幸 7 組

湯 遍 路 に 出 か け よ う

阿 蘇 く じ ゅ う 高 原 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 8 6 9- 2 4 0 0 熊 本 県 阿 蘇 郡 南 小 国 町 瀬 の 本 6 3 3 2

9 5 0 m の 高 原 に あ り 、 久 住 山 、 祖 母 山 、 阿 蘇 山 登 山 な ど に 最 適 疲 れ た 心 と 体 を の ん び り ユ ー ス で 癒 し て く だ さ い 。 駐 輪 場 完 備

清 閑 な た た ず ま い の 中 で ゆ っ く り お 過 ご し く だ さ い

武 雄 は 、 福 岡 ・ 長 崎 か ら 車 ま で お よ そ 1

時 間 の 位 置 で す 。 J R 武 雄 温 泉 駅 か ら 車

で 1 0 分 足 ら ず の 森 に 囲 ま れ た 静 か な 場

所 に 当 館 は あ り ま す 。 良 質 な 温 泉 に 入

り 、 朝 は 無 料 サ ー ビ ス の お に ぎ り を 食

べ て 、 鳥 の さ え ず り を 聞 き な が ら 、 元

気 に 出 発 し て く だ さ い 。

武 雄 温 泉 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 8 4 3- 0 0 2 1 佐 賀 県 武 雄 市 武 雄 町 永 島 1 6 0 6 0- 1

天 然 温 泉 ！ 森 林 浴 ！ 朝 食 お に ぎ り 無 料 サ ー ビ ス ！

ユ ー ス ホ ス テ ル 村 田 家 旅 館

〒 8 6 9- 1 6 0 2 熊 本 県 阿 蘇 郡 高 森 町 高 森 1 6 7 2

南 阿 蘇 の 野 の 花 と 風 薫 る 郷“ 高 森” へ 市 街 地 ま で 徒 歩 ５ 分 、 立 地 条 件 抜 群 の ユ ー ス ホ ス テ ル で す 。

日 本 初 の 国 立 公 園 内 に あ る 自 然 の 中 で の 空 間

〒 8 9 9- 4 2 0 1 鹿 児 島 県 霧 島 市 霧 島 田 口 2 4 5 9- 8 3

ユ ー ス ホ ス テ ル

九  州 ・ 沖  縄 地 方
の

【 当 分 の 間 休 館 中 】

2 22 2



天 然 砂 む し 温 泉 の 体 験 、 開 聞 岳 登 山 、

九 州 一 の 池 田 湖 、 薩 摩 半 島 最 南 端 の 長

崎 鼻 と 見 所 い っ ぱ い の 観 光 保 養 地 で す 。

温 泉 で 汗 を 流 す も よ し 、 海 辺 で の ん び

り 過 ご す も よ し 、 の ん び り 体 験 の 基 地

と し て 最 適 で す 。 

湯 の 里 ユ ー ス ホ ス テ ル

付 近 に 温 泉 あ り 。 グ ル ー プ 、 家 族 、 一 人 部 屋 O K

〒 8 9 1- 0 4 0 1 鹿 児 島 県 指 宿 市 大 牟 礼 2- 3 8- 2 0

泊 港 の す ぐ 近 く 、 改 装 さ れ て き れ い な ユ ー ス ホ ス

テ ル に 変 身 。 近 く に は 崇 元 寺 石 門 や ペ ル リ 提 督 上

陸 記 念 碑 な ど が あ り ま す 。 那 覇 を 代 表 す る 一 大 繁

華 街 の 国 際 通 り へ は 歩 い て 1 0 分 ほ ど 。 沖 縄 県 に

は 多 く の 島 が あ り 、 渡 嘉 敷 島 、 座 間 味 島 、 阿 嘉 島 、

伊 江 島 は 日 帰 り で き る 範 囲 で す 。 泊 港 は 石 垣 島 、

宮 古 島 、 久 米 島 、 大 東 島 、 粟 国 島 、 水 納 島 へ の 基

点 に も な っ て い ま す 。 ダ イ ビ ン グ ラ イ セ ン ス 教 室

も 好 評 で す 。

シ テ ィ ー フ ロ ン ト 春 海 ユ ー ス ホ ス テ ル

那 覇 の 中 心 で 交 通 至 便 、 南 西 の 島 々 へ の 基 点 で す

〒 9 0 0- 0 0 1 2 沖 縄 県 那 覇 市 泊 2- 2 2- 1 0

1 月 か ら 2 月 上 旬 は 桜 の 花 見 、 3 月 は デ

イ ゴ の 花 、 4 月 か ら 1 0 月 は シ ュ ノ ー ケ

リ ン グ 、 カ ヌ ー 、 滝 の 見 物 、 サ イ ク リ

ン グ 、 星 空 観 察 な ど の ア ウ ト ド ア 。 1 1

月 か ら 1 月 は オ オ シ マ マ ド ボ タ ル 、 3 月

か ら 4 月 下 旬 は ヤ エ ヤ マ ボ タ ル が 飛 び

ま す 。

島 で 一 番 の 老 舗 の 宿 で す 。 島 全 体 が 西

表 国 立 公 園 、 集 落 は 町 並 保 存 地 区 に な っ

て お り ま す 。 竹 富 島 の ス ロ ー ラ イ フ を

味 わ っ て く だ さ い 。

本 土 最 南 端 の 大 隅 半 島 は 、 美 し く 豊 か

な 自 然 の 宝 庫 で す 。 佐 多 岬 、 雄 川 の 滝 、

鹿 屋 バ ラ 園 に 内 之 浦 ロ ケ ッ ト 基 地 な ど

見 所 も い っ ぱ い で す 。 四 季 折 々 の 南 国

ム ー ド あ ふ れ る 自 然 の 中 で 、 ゆ っ く り

田 舎 時 間 を 楽 し ん で く だ さ い 。

い る も て 荘 ユ ー ス ホ ス テ ル

1 人 旅 で も 安 心 し て 泊 れ 、 の ん び り 過 せ る 宿 。 フ ァ ミ リ ー タ イ プ も あ り

〒 9 0 7- 1 5 4 1 沖 縄 県 八 重 山 郡 竹 富 町 字 上 原 8 7 0- 9 5

あ ま み ユ ー ス ホ ス テ ル は 、 前 方 は 海 、 後 方 は 金 作

原 原 生 林 の 森 。 日 が 昇 っ て 沈 む ま で オ ー ス ト ン オ

オ ア カ ゲ ラ 、 ア カ シ ョ ウ ビ ン 、 ル リ カ ケ ス な ど の

鳥 の さ え ず り が 喧 噪 で す 。 「 尊 が な し 、 き ょ う ろ 、

は げ は げ 、 お ぼ ろ だ れ ん 」 と 奄 美 独 特 の 挨 拶 で 声

か け し て い る よ う 。 地 に 降 り て 歩 い た り し ま す 。

山 は ブ ロ ッ コ リ ー 形 の 大 木 が モ コ モ コ と 繁 り 、 自

ら で 海 か ら 生 え た よ う な 景 観 だ と 旅 人 は 言 い ま

す 。 シ イ の 木 、 イ ジ ュ な ど 大 工 さ ん 泣 か せ の 堅 い

木 が 多 い で す 。

あ ま み ユ ー ス ホ ス テ ル

空 港 バ ス 「 小 宿 第 一 公 園 」 終 点 で 小 バ ス 乗 換 「 知 名 瀬 」 下 車 徒 歩 1 分

〒 8 9 4- 0 0 4 7 鹿 児 島 県 奄 美 市 名 瀬 大 字 知 名 瀬 2 3 8 0

日 本 一 小 さ な ユ ー ス ホ ス テ ル で す 。 静

か な 内 海 、 緑 の 山 々 、 鳥 の 声 、 の ん び

り 田 舎 暮 ら し に 、 い ら し て く だ さ い 。

青 少 年 の た め の 、 一 週 間 の 学 習 支 援 プ

ロ グ ラ ム も や っ て い ま す 。

加 計 呂 麻 ユ ー ス ホ ス テ ル

晴 れ た 日 に は 青 い 海 、 夜 は 美 し い 星 空 が 広 が り ま す

〒 8 9 4- 2 4 0 1 鹿 児 島 県 大 島 郡 瀬 戸 内 町 瀬 武 1 9 6

那 覇 空 港 か ら 車 で 1 0 分 、 那 覇 中 心 部 の 奥 武 山 公

園 に 隣 接 し 、 国 際 通 り ま で も 徒 歩 圏 内 で す 。 多 く

の 学 校 団 体 （ 修 学 旅 行 や 部 活 動 な ど の 学 校 行 事 ）

で ご 宿 泊 い た だ い て お り ま す 。 団 体 様 に つ い て は

バ ス に よ る 空 港 送 迎 や 会 場 送 迎 も 承 っ て お り ま す

の で 、 お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。 年 間 2 0 0

以 上 の 学 校 団 体 受 入 を 行 っ て い る の で 、 大 学 ゼ ミ

合 宿 や 研 修 旅 行 、 部 活 動 の 遠 征 の 際 は ぜ ひ ご 検 討

く だ さ い ！

エ ナ ジ ッ ク 沖 縄 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル

9 0 ％ 以 上 の リ ピ ー ト 率! 食 事 送 迎 あ ら ゆ る 面 で 滞 在 を サ ポ ー ト!!

〒 9 0 0- 0 0 2 6 沖 縄 県 那 覇 市 奥 武 山 5 1

錦 江 湾 サ ウ ス ロ ー ド ユ ー ス ホ ス テ ル

ほ っ と 、 ひ と 息 。 本 土 最 南 端 の 宿

〒 8 9 3- 2 5 0 2 鹿 児 島 県 肝 属 郡 南 大 隅 町 根 占 川 南 7 1 8- 2

ユ ー ス ホ ス テ ル 高 那 旅 館

シ ー サ ー と 赤 瓦 屋 根 。 竹 富 島 に 今 も 残 る 沖 縄 ら し さ

〒 9 0 7- 1 1 0 1 沖 縄 県 八 重 山 郡 竹 富 町 字 竹 富 4 9 9
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こ ど も は お と な に 。

お と な は こ ど も に 、

な れ る 場 所 。

日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 は 日 本 国 内 に ユ ー ス ホ ス テ ル を 設 置 ・ 運 営 す る と

共 に 、 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル 連 盟 （ H o s t elli n g I n t e r n a ti o n al ） や 各 国 の ユ ー ス

ホ ス テ ル 協 会 と 協 調 し 、 知 見 を 広 め る 「 旅 」 を 促 進 す る 活 動 を 行 っ て い ま す 。

v ol. 3 6

C o v er I nt er vi e w

清 宮 レ イ ( 乃 木 坂 4 6)

思 い 立 っ た ら 、 す ぐ 旅 へ

H o st elli n g M a g a zi n e
×  地 球 の 歩 き 方

知 ら れ ざ る 北 島 の 絶 景 を 回 る 旅

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

お し え て ！ 旅 GI R L

H o st elli n g M a g a zi n e v ol. 3 6

ま と め て ダ ウ ン ロ ー ド

P L A t Z

松 鳥 む う の

晴 れ と き ど き 旅 び よ り

Y H- G UI D E  
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド

中 国 ・ 四 国 / 

九 州 ・ 沖 縄 地 方

P. 0 2 P. 0 8

P. 1 2 P. 1 6

P. 1 7 P. 1 8

P. 2 0

※ 本 誌 の 情 報 は 2 0 2 4 年 2 月 1 0 日 現 在 の も の で す 。 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、 お 出 か け の 前 に 現 地 に お 確 か め く だ さ い 。

発 行 所 一 般 財 団 法 人 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 　 編 集 ・ 発 行 人 寺 島 眞

T E L. （ 0 3 ）5 7 3 8- 0 5 4 6 　 〒 1 5 1- 0 0 5 2 東 京 都 渋 谷 区 代 々 木 神 園 町 3- 1 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー 内

※ 本 誌 掲 載 記 事 の 無 断 転 載 を 禁 じ ま す 。

Y o ut h H o st el Pi c k u p

エ ナ ジ ッ ク 沖 縄 国 際
ユ ー ス ホ ス テ ル
迎 え る 人 と 訪 れ る 人 が

と も に つ く る あ た た か な 空 間
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